
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

かつて、ある先生に、「お念仏ということが分からない」「仏を信じると

はどういうことですか」などと質問をした際に、先生はすぐにはお答えに

ならず、「分からないということは素晴らしいことですね」と仰いました。

「どういうことですか」と重ねてお尋ねしたところ、「分からないという問

いが、やがてこの身にお念仏をいただくご縁となるのでしょう」とお聞き

したのです。そして、「すぐに答えを求めないで、しばらく問いを抱えて生

きてみましょう」と言われました。その後でこの言葉をお聞きしたのです。 

確かに、「分かる」「知る」ということの前には、必ず「このことが分か

らない」という問いがあるのですね。問いを持つということが、新しい自

分を開いてくれるご縁となってくれるのかもしれません。 

私たちは、「分からない、分からない」と言っては座り込んでしまい、現

実の悩みに向き合うことを避けて、別の何かで代用しようとしてしまいま

す。しかし、そのような自分に正面から向き合うことなくして、この現実

を生きてゆくことは難しいことです。お念仏の教えを聞き、自分の悩みと

向き合うことを通して、自ら立ち上がり、人生の歩みを進めていくことが

できるのではないでしょうか。 

真宗大谷派 光明寺住職 小林尚樹 
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